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１　竹ひごとねん土の玉を使って、図のような直方体を作ろうと思います。




（１）竹ひごは全部で何ｃｍ必要でしょうか。
（２）お店では、竹ひごは１本が４５ｃｍで売っています。できるだけむだがないように少ない本数で作るためには、竹ひごが何本必要でしょうか。


１　　領域：「図形」

　単元：「直方体と立方体」

　評価の観点：



出題の趣旨：直方体の構成要素である辺について長さと本数を理解し、必要な竹ひごの長さを求めることができるかどうかをみる

解答：（１）１２㎝の辺が４本、１５㎝の辺が４本、２０㎝の辺が４本なので、１２×４＋１５×４＋２０×４＝１８８　　１８８㎝
　　　　　　 （２）組み合わせ方の一例

１５＋１５＋１５＝４５　２０＋１２＋１２＝４４
　　　　　　　　　 ２０＋１２＋１２＝４４　２０＋２０＝４０　　１５
最低５本は必要である。　　　　　　　　　　　　５本

２　ひろしさんのクラスでは、工作

用紙から面を切り取り、組み立てて、

右の図のような直方体の箱を作る

ことになりました。

工作用紙からは、つながった展開図を切り取るのではなく、6枚の長方形
を切り取り、後でつなげようと思います。

　
工作用紙は、たてが２５ｃｍ、横が３５ｃｍあります。

　
１枚の工作用紙を使って、直方体の面を切り取ることはできるでしょうか。

自分の考えを図に書き入れてみましょう。


２　　領域：「図形」

　単元：「直方体と立方体」

　評価の観点：


出題の趣旨：直方体の構成要素である面についてに大きさと数を理解し、大きさに限りのある工作用紙から直方体の面がとれるかを求めることができるかどうかをみる

解答：できる


たて15㎝、横10cm、高さ8cmの直方体を構成する面は、次の3組の面が2枚ずつある。

８㎝×10㎝の面（Ａ）、10cm×15cmの面（B）、8㎝×15cmの面（C）

それを工作用紙の中に配置すると、答えの一例は上図のようになる。
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